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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくともＣＰＵを備えたコンポーネントが共通バスで相互に接続されてなる複数コン
ポーネントシステムであって、
　スイッチ操作によってリセット信号を発生し、前記共通バスとは別設のリセット線を通
して、前記コンポーネント夫々に供給する第１のリセット信号発生手段を前記コンポーネ
ントとは別に設け、
　前記コンポーネント夫々には、前記ＣＰＵからの所定の信号の検知を基に前記ＣＰＵの
状態を正常か異常かを検出する状態検出手段を設けるとともに、前記状態検出手段の検出
結果に応じて、前記ＣＰＵのリセットの可否を判定する判定手段を設け、
　前記判定手段は、前記状態検出手段からの信号を基に前記ＣＰＵが正常状態にあると判
定する場合、前記第１のリセット信号発生手段からの前記リセット信号による前記ＣＰＵ
のリセットを禁止し、前記状態検出手段からの信号を基に前記ＣＰＵが異常状態にあると
判定する場合、前記第１のリセット信号発生手段からの前記リセット信号によって前記Ｃ
ＰＵをリセットし、
　さらに、前記コンポーネント夫々の前記ＣＰＵは、正常状態であるとき生存情報を出力
して、前記共通バスを介して他の前記コンポーネントに供給するとともに、他の前記コン
ポーネントからの前記生存情報を前記共通バスを介して取得することにより、他の前記コ
ンポーネントでの前記ＣＰＵが正常状態にあるか否かを判定し、
　前記コンポーネント毎に、前記ＣＰＵが他の前記コンポーネントでの前記ＣＰＵを前記
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生存情報を基に異常状態にあると判定したとき、リセット信号を発生して前記コンポーネ
ント夫々の前記判定手段に前記リセット線を通して供給する第２のリセット信号発生手段
を前記コンポーネントに設け、
　前記コンポーネントの前記ＣＰＵは夫々、正常状態にあるとき、ＣＰＵが異常状態とな
ったコンポーネントでのＣＰＵでの処理結果のデータを前記共通バスを介して取得し、し
かる後、前記第２のリセット信号発生手段から前記リセット信号を発生させる
　ことを特徴とする複数コンポーネントシステム。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記状態検出手段は、前記ＣＰＵからの所定の周期信号毎にカウントをリセットして初
期値からのカウントを繰り返し、前記ＣＰＵが異常状態になると、前記所定の周期信号が
供給されなくなってカウントがオーバーフローして前記ＣＰＵが異常状態であることを検
出する
　ことを特徴とする複数コンポーネントシステム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＡＮなどの少なくともＣＰＵ（Central Processing Unit：中央処理装置
）を備えたコンポーネントが複数共通バスを介して接続されて構成された複数コンポーネ
ントシステムに係り、特に、該コンポーネントでの異常状態となったＣＰＵのリセット機
構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、リセット線を含む共通バスを介して複数のＣＰＵユニットが接続され、夫々のＣ
ＰＵユニットで全体の処理を分担して実行するようにしたマルチＣＰＵシステムが知られ
ているが、かかるマルチＣＰＵシステムにおいて、実行中のアプリケーションプログラム
の指定により、ＣＰＵユニットをリセットするようにした技術が提案されている（例えば
、特許文献１参照）。
【０００３】
　この技術は、少なくともＣＰＵユニットを含む複数のサブラック（コンポーネント）か
らなるシステムであって、このシステムの運用中に、いずれかのサブラックのＣＰＵユニ
ットで、実行中のアプリケーションプログラムの指定により、システムリセット要求が発
生するものであり、かかる要求があると、このＣＰＵユニットがリセット権を獲得し、リ
セット線を介して他のサブラックのＣＰＵユニットをリセットするものである。
【特許文献１】特開平５－２９０００８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上記特許文献１に記載のシステムでは、このシステムを構成する複数のサブ
ラック、即ち、コンポーネントのＣＰＵユニットが夫々全体の処理を分担して実行するも
のであるから、システムリセット要求により、全てのコンポーネントのＣＰＵユニットが
同時にリセットされるようにしているものであるが、複数のコンポーネントから構成され
、個々のコンポーネントが個別に独立の処理を行なうシステムでは、上記特許文献１に記
載のシステムのように、リセット信号により、全てのコンポーネントのＣＰＵユニットが
同時にリセットされたのでは、正常に処理を行なっているＣＰＵユニットもリセットされ
ることになり、これまでの処理データが失われ、これまでの処理が無駄になってしまうと
いう問題がある。
【０００５】
　かかる問題を解消するために、例えば、あるコンポーネントでのＣＰＵユニットに異常
が発生した場合、このＣＰＵユニットのみをリセットするようにすることが考えられるが
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、このためには、いずれかにＣＰＵユニットが異常状態になる毎に、ＣＰＵユニットが異
常状態となったコンポーネントをオペレータが見つけ出す作業が必要となり、オペレータ
にとって非常に手間がかかることになる。
【０００６】
　さらに、ＣＰＵにＷＤＴ（Watch Dog Timer：ウォッチドッグタイマ）を設け、このＷ
ＤＴがＣＰＵの状態を常時監視し、ＣＰＵが異常状態となったことを検出すると、このＣ
ＰＵをリセットする技術も知られており、ＣＰＵユニットを有するコンポーネントの複数
からなるシステムにおいて、コンポーネント毎にかかるＷＤＴを設け、そのＣＰＵが異常
状態となると、このＷＤＴによってＣＰＵユニットがリセットされるようにすることも考
えられ、これにより、異常状態となったＣＰＵユニットのみリセットするようにすること
ができる。
【０００７】
　ところで、この方法によると、オペレータの意思に関係なく、異常状態となったＣＰＵ
が自動的にリセットされる。しかしながら、システムに異常がみられた場合、オペレータ
としては、例えば、この異常を充分に確認したり、場合によっては、この異常のもとにな
るコンポーネントを見つけ出し、そのＣＰＵのこれまでの処理データを確保するなどの処
置を講じたりしたい場合もあり、このようなオペレータの要求があるにもかかわらず、自
動的に異常状態のＣＰＵがリセットされてしまうことになる。
【０００８】
　本発明の目的は、かかる問題を解消し、異常状態となったコンポーネントのＣＰＵのみ
をオペレータの希望するタイミングでリセットすることができるようにした複数コンポー
ネントシステムを提供することにある。
【０００９】
　本発明の他の目的は、さらに、異常状態となったコンポーネントのＣＰＵのみを、その
処理データが損なわれないタイミングでリセットすることができるようにした複数コンポ
ーネントシステムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明は、少なくともＣＰＵを備えたコンポーネントが共
通バスで相互に接続されてなる複数コンポーネントシステムであって、スイッチ操作によ
ってリセット信号を発生し、前記共通バスとは別設のリセット線を通して、前記コンポー
ネント夫々に供給する第１のリセット信号発生手段を前記コンポーネントとは別に設け、
前記コンポーネント夫々には、前記ＣＰＵからの所定の信号の検知を基に前記ＣＰＵの状
態を正常か異常かを検出する状態検出手段を設けるとともに、前記状態検出手段の検出結
果に応じて、前記ＣＰＵのリセットの可否を判定する判定手段を設け、前記判定手段は、
前記状態検出手段からの信号を基に前記ＣＰＵが正常状態にあると判定する場合、前記第
１のリセット信号発生手段からの前記リセット信号による前記ＣＰＵのリセットを禁止し
、前記状態検出手段からの信号を基に前記ＣＰＵが異常状態にあると判定する場合、前記
第１のリセット信号発生手段からの前記リセット信号によって前記ＣＰＵをリセットし、
さらに、前記コンポーネント夫々の前記ＣＰＵは、正常状態であるとき生存情報を出力し
て、前記共通バスを介して他の前記コンポーネントに供給するとともに、他の前記コンポ
ーネントからの前記生存情報を前記共通バスを介して取得することにより、他の前記コン
ポーネントでの前記ＣＰＵが正常状態にあるか否かを判定し、前記コンポーネント毎に、
前記ＣＰＵが他の前記コンポーネントでの前記ＣＰＵを前記生存情報を基に異常状態にあ
ると判定したとき、リセット信号を発生して前記コンポーネント夫々の前記判定手段に前
記リセット線を通して供給する第２のリセット信号発生手段を前記コンポーネントに設け
、前記コンポーネントの前記ＣＰＵは夫々、正常状態にあるとき、ＣＰＵが異常状態とな
ったコンポーネントでのＣＰＵでの処理結果のデータを前記共通バスを介して取得し、し
かる後、前記第２のリセット信号発生手段から前記リセット信号を発生させることを特徴
とするものである。
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【００１１】
　また、本発明は、前記複数コンポーネントシステムにおいて、前記状態検出手段は、前
記ＣＰＵからの所定の周期信号毎にカウントをリセットして初期値からのカウントを繰り
返し、前記ＣＰＵが異常状態になると、前記所定の周期信号が供給されなくなってカウン
トがオーバーフローして前記ＣＰＵが異常状態であることを検出することを特徴とするも
のである。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によると、オペレータが必要とするタイミングで、異常状態となったコンポーネ
ントのＣＰＵのみをリセットさせることができ、正常状態にあるコンポーネントのＣＰＵ
をそのまま処理を継続させることができる。
【００１６】
　また、本発明によると、ＣＰＵが異常状態となったコンポーネントに対して、正常なコ
ンポーネントのＣＰＵがアクセスでき、ＣＰＵが異常状態となったコンポーネントでのこ
れまでの処理結果を確保するなどの処理をして後、この異常状態となったＣＰＵを自動的
にリセットすることができ、かかるリセットによっても、これまでの処理を無駄にするこ
とがない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態を図面を用いて説明する。  
　なお、以下の実施形態としては、機械などの制御などに用いられるＰＬＣ（プログラマ
ブル・ロジック・コントローラ）を例に説明するが、本発明は、これのみに限るものでは
なく、夫々が少なくともＣＰＵを備えた複数のコンポーネントからなる任意のシステムに
適用可能である。
【００１８】
　図１は本発明による複数コンポーネントシステムの第１の実施形態の要部を示す概略構
成図であって、１０は電源、１１はリセットスイッチ、２０はＬＡＮ（Local Area Netwo
rk）、３０はシリアル、４０はＣＦ（Compact Flash：コンパクトフラッシュ（登録商標
））、２１，３１，４１はＣＰＵ、２２，３２，４２は状態検出手段、２３，３３，４３
は判定回路、２４，３４，４４はメモリ、２５はＬＡＮ Ｉ／Ｆ（Interface）、３５はシ
リアルＩ／Ｆ、４５はＣＦ Ｉ／Ｆ、５０はＰＣＩ（Peripheral Components Interconnec
t）バスである。
【００１９】
　同図において、この第１の実施形態は、ＬＡＮ２０やシリアル３０，ＣＦ４０などのコ
ンポーネントとこれらに電源電圧を供給する電源１０とで構成されており、これらコンポ
ーネント２０，３０，４０は共通バスとしてのＰＣＩバス５０によって相互に接続されて
いる。
【００２０】
　ＬＡＮ２０は、ＣＰＵ２１と、ＣＰＵ２１が実行するプログラムやＣＰＵ２１が演算処
理するデータを格納するメモリ２４と、ＬＡＮ Ｉ／Ｆ２５とを備え、さらに、ＣＰＵ２
１をリセットするための状態検出手段２２や判定回路２３が設けられた構成をなしており
、ＬＡＮ Ｉ／Ｆ２５によってインターネットとの通信を行なうコンポーネントである。
また、シリアル３０は、同様にして、ＣＰＵ３１と、ＣＰＵ３１が実行するプログラムや
ＣＰＵ３１が演算処理するデータを格納するメモリ３４と、ＬＡＮ Ｉ／Ｆ３５とを備え
、さらに、ＣＰＵ３１をリセットするための状態検出手段３２や判定回路３３が設けられ
た構成をなしており、シリアルＩ／Ｆ３５によってＲＳ２３２Ｃなどの規格に基づいて外
部機器との通信を行なうコンポーネントである。さらに、ＣＦ４０は、同様にして、ＣＰ
Ｕ４１と、ＣＰＵ４１が実行するプログラムやＣＰＵ４１が演算処理するデータを格納す
るメモリ４４と、ＣＦ Ｉ／Ｆ４５とを備え、さらに、ＣＰＵ４１をリセットするための
状態検出手段４２や判定回路４３が設けられた構成をなしており、ＬＡＮ Ｉ／Ｆ４５に
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よってＣＦカードなどの記録媒体と通信を行なうコンポーネントである。このように、こ
れらコンポーネント２０，３０，４０は、１つの全体処理を分担して行なうものではなく
、夫々個別に独立した演算処理を行なうものである。
【００２１】
　電源１０には、図示しない電源スイッチなどの各種操作スイッチとともに、リセットス
イッチ１１が設けられており、このリセットスイッチ１１がオペレータなどによって操作
されると、図示しないリセット信号発生手段によって高レベルのリセット信号Ｒｓが発生
し、各コンポーネント（ＬＡＮ２０やシリアル３０，ＣＦ４０）に供給される。
【００２２】
　図２は図１におけるコンポーネントの１つであるＬＡＮ２０の要部の具体的な構成を示
す回路図であって、図１に対応する部分には同一符号を付けている。
【００２３】
　同図において、ＣＰＵ２１とＲＡＭ２４とＬＡＮ Ｉ／Ｆ２５とはＰＣＩバス５０を介
して接続されている。ＣＰＵ２１は、ＰＣＩバス５０を介し、ＲＡＭ２４でデータの読み
出し、書き込みを行なって演算処理を行なうとともに、ＬＡＮ Ｉ／Ｆ２５などの各部の
制御を行なう。また、ＣＰＵ２１に状態検出手段２２と判定回路２３とが接続されており
、これにより、後述するように、ＣＰＵ２１が異常状態となったとき、電源１０でリセッ
トスイッチ１１の操作によって供給されるリセット信号Ｒｓにより、このＣＰＵ２１をリ
セットする。
【００２４】
　かかる構成は、図１におけるシリアル３０，ＣＦ４０においても同様であり、これらＬ
ＡＮ２０やシリアル３０，ＣＦ４０の異なるコンポーネント間でＰＣＩバス５０が相互に
接続されている。
【００２５】
　ＬＡＮ２０において、状態検出手段２２は、例えば、ＷＤＴ（Watch Dog Timer：ウォ
ッチ・ドッグ・タイマ）である。ＷＤＴは、ＣＰＵ２１からの割込信号Ｉｒによってリセ
ットされるカウンタからなるものである。ＣＰＵ２１は、正常状態にあるとき、一定の周
期でこの割込信号Ｉｒを発生し、この割込信号Ｉｒが供給される毎に、ＷＤＴはリセット
されて初期値からのカウントを繰り返す。ＣＰＵ２１が異常状態になると、このＣＰＵ２
１から割込信号Ｉｒが供給されなくなるので、ＷＤＴはカウントを継続し、オーバフロー
すると、異常信号Ａｂを発生し、これを判定回路２３に供給する。
【００２６】
　判定回路２３は、異常状態検出手段２２から異常信号Ａｂが供給されないときには、Ｃ
ＰＵ２１は正常な状態にあるとしてこのＣＰＵ２１のリセットを不可とする判定をする。
異常状態検出手段２２から異常信号Ａｂが供給されたときには、ＣＰＵ２１は異常な状態
にあるとしてこのＣＰＵ２１のリセットを可とする判定をし、リセット信号Ｒｓが供給さ
れると、このＣＰＵ２１をリセットする。
【００２７】
　図３は判定回路２３の一具体例を示す回路構成図であって、２３ａはＳ／Ｒ ＭＭ（セ
ット／リセットマルチバイブレータ）、２３ｂはＡＮＤゲートである。
【００２８】
　同図において、Ｓ／Ｒ ＭＭ２３ａは、電源１０（図１）のリセットスッチ１１（図１
）が操作されることによって供給される高レベルのリセット信号Ｒｓの終端エッジ（立下
りエッジ）でリセットされ、状態検出手段２２（図１）からの異常信号Ａｂの始端エッジ
でセットされ、セットされたときには、高レベルのＱ出力が出力される。このＱ出力はＡ
ＮＤゲート２３ｂの一方の入力となり、リセット信号ＲｓがＡＮＤゲートに他方の入力と
して供給される。状態検出手段２２からの異常信号ＡｂによってＳ／Ｒ ＭＭ２３ａがセ
ット状態にあるときには、リセットスイッチ１１の操作によるリセット信号ＲｓがＡＮＤ
ゲート２３ｂを通過する。このリセット信号Ｒｓは、ＣＰＵ２１（図１，図２）に供給さ
れ、これをリセットする。
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【００２９】
　次に、この第１の実施形態の動作について、図１を用いて説明する。
【００３０】
　ＬＡＮ２０やシリアル３０，ＣＦ４０などのコンポーネントのＣＰＵ２１，３１，４１
が正常に動作しているときには、かかるシステムの図示しない、例えば、制御対象の機器
は正常に動作しているが、これらコンポーネントのいずれかのＣＰＵが異常状態となると
、制御対象の機器の動作はこのＣＰＵの異常状態の影響を受ける。これによってオペレー
タはシステムのいずれかのコンポーネントに異常が生じたことを認識することができ、こ
の異常を認識してオペレータがリセットスイッチ１１を操作すると、リセット信号Ｒｓが
発生してこれらＬＡＮ２０やシリアル３０，ＣＦ４０に供給される。
【００３１】
　一方、ＣＰＵが異常状態となったコンポーネントでは、これを、例えば、ＬＡＮ２０と
すると、上記のように、状態検出手段２２がＣＰＵ２１が異常状態になったことを検出し
て異常信号Ａｂを判定回路２３に供給し、判定回路２３が、ＣＰＵ２１が異常状態にある
として、このＣＰＵ２１のリセットを可とする判定をしている。かかる状態で電源１０か
らリセット信号Ｒｓが供給されると、この判定回路２３がこの供給されたリセット信号Ｒ
ｓをＣＰＵ２１に供給する。これにより、このＣＰＵ２１がリセットされる。
【００３２】
　ＣＰＵが正常状態にあるコンポーネント、この場合では、シリアル３０とＣＦ４０では
、状態検出手段３２，４２が夫々ＣＰＵ３１，４１の正常状態を検出しているので、異常
信号Ａｂを発生せず、判定回路３３，４３は夫々ＣＰＵ３１，４１が正常状態にあるとし
てこれらのリセットを不可と判定する。このため、ＣＰＵ３１，４１は夫々、リセット信
号Ｒｓが供給されても、リセットされずに継続して演算処理動作を行なう。
【００３３】
　このようにして、いずれかのコンポーネントのＣＰＵが異常状態となってシステムに異
常が生じても、そのいずれのコンポーネントに異常が生じたかをオペレータが認識しなく
とも、また、認識できなくとも、システムが異常となったことを認識したときにリセット
スイッチ１１を操作するだけで、異常状態となったコンポーネントのＣＰＵだけを確実に
リセットすることができるし、正常に動作しているコンポーネントのＣＰＵをもリセット
するといった好ましくない事態を回避できる。
【００３４】
　しかも、オペレータのリセットスイッチ１１の操作により、即ち、オペレータの要求に
より、異常状態となったコンポーネントのＣＰＵをリセットするものであるから、かかる
ＣＰＵのリセットタイミングもオペレータによって決めることができ、例えば、制御対象
の機器に所定の処置を施してから、あるいは、異常状態となったＣＰＵのこれまでの処理
データを確保できるものであれば、これを確保した後、リセットスイッチ１１を操作して
異常状態となったコンポーネントのＣＰＵをリセットするといった処置を施すことができ
る。このように、処理データを確保できる場合には、リセットしたＣＰＵを立ち上げると
きに、この確保したデータを利用することができ、異常状態になる直前までの処理が無駄
になることがない。
【００３５】
　図４は本発明による複数コンポーネントシステムの第２の実施形態を示すブロック構成
図であって、２６，３６，４６はリセット信号発生回路であって、図１に対応する部分に
は同一符号をつけて重複する説明を省略する。
【００３６】
　同図において、この第２の実施形態は、図１に示す第１の実施形態において、各コンポ
ーネント、即ち、ＬＡＮ２０，シリアル３０，ＣＦ４０に夫々リセット信号発生回路２６
，３６，４６を設け、これによってリセットスイッチ１１が操作されたときのリセット信
号Ｒｓと同じフォーマットのリセット信号Ｒｓ’を発生するものである。リセット信号Ｒ
ｓ’を発生するコンポーネントは、ＬＡＮ２０，シリアル３０，ＣＦ４０のいずれかのＣ
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ＰＵが異常となったとき、ＣＰＵが正常状態にあるコンポーネントであり、このリセット
信号Ｒｓ’がＣＰＵが異常状態にあるコンポーネントに判定回路から取り込まれ、この異
常状態にあるＣＰＵをリセットする。
【００３７】
　ここで、図５に示すように、ＣＰＵ２１とＲＡＭ２４とＬＡＮ Ｉ／Ｆ２５とはＰＣＩ
バスに接続され、ＣＰＵ２１が、ＰＣＩバス５０を介して、ＲＡＭ２４でデータの読み出
し、書き込みを行なって演算処理を行なうとともに、ＬＡＮ Ｉ／Ｆ２５などの各部の制
御を行なう。また、ＣＰＵ２１に状態検出手段２２と判定回路２３とリセット信号発生回
路２６とが接続されており、これにより、先の第１の実施形態と同様、ＣＰＵ２１が異常
状態となったとき、電源１０でリセットスイッチ１１の操作によって供給されるリセット
信号Ｒｓにより、このＣＰＵ２１がリセットされるとともに、リセット信号発生回路２６
から、このリセット信号Ｒｓと同じフォーマットのリセット信号Ｒｓ’を発生させること
ができる。また、この第２の実施形態では、ＣＰＵ２１がＰＣＩバス５０を介して他のコ
ンポーネント、この場合、シリアル３０やＣＦ４０と通信をすることができる。
【００３８】
　かかる構成は、図１におけるシリアル３０，ＣＦ４０においても同様であり、これらＬ
ＡＮ２０やシリアル３０，ＣＦ４０の異なるコンポーネント間でＰＣＩバス５０が相互に
接続されており、これらＬＡＮ２０やシリアル３０，ＣＦ４０で後述する必要なデータの
通信を行なう。
【００３９】
　各コンポーネントのＣＰＵ２１，３１，４１は夫々、正常状態にあるとき、正常な状態
にあることを示す生存情報を、ＰＣＩバス５０を介し、一定の時間間隔で他のコンポーネ
ントに送る。従って、ＣＰＵ２１，３１，４１は夫々、正常状態にあるときには、他のコ
ンポーネントのＣＰＵが正常状態にあるのか否かを常に認識している。
【００４０】
　そこで、いま、シリアル３０のＣＰＵ３１が異常状態となったとすると、第１の実施形
態と同様、判定回路３３がＣＰＵ３１をリセット可と判定した状態となるが、これととも
に、ＣＰＵ３１は生存情報をＰＣＩバス５０に出力しない状態となる。このため、ＬＡＮ
２０とＣＦ４０とでは、ＣＰＵ２１，４１がシリアル３０から生存信号を取得できない状
態となる。これにより、これらＣＰＵ２１，４１はシリアル３０のＣＰＵ３１が異常状態
となったことを認識する。
【００４１】
　そこで、ＣＰＵ２１，４１のいずれか一方、例えば、ＣＰＵ２１は、シリアル３０に対
して所定の処理を行ない、この処理の終了後、リセット発生回路２６を制御してリセット
信号Ｒｓ’を発生させる。このリセット信号Ｒｓ’はシリアル３０とＣＦ４０とに供給さ
れるが、シリアル３０では、その判定回路３３がＣＰＵ３１のリセットを可とする判定を
しており、ＡＮＤゲート２３ｂ（図３）をオン状態にしているので（即ち、判定回路３３
がオン状態にあるので）、ＬＡＮ２０のリセット発生回路２６で発生されたリセット信号
Ｒｓ’が供給されると、これをもとに判定回路３３をリセットする。
【００４２】
　なお、リセット発生回路２６がリセット信号Ｒｓ’を発生する前にＣＰＵ２１によるシ
リアル３０に対する上記の所定の処理とは、例えば、ＣＰＵ２１が、ＣＰＵ３１が異常状
態となったことを検出すると、ＰＣＩバス５０を介してシリアル３０のＲＡＭ３４での処
理プログラムやデータを読み込んでＲＡＭ２４に格納する処理であり、これにより、異常
状態になるまでのＣＰＵ３１で行なわれた処理の結果（処理データ）を確保し、さらに、
ＣＰＵ３１が異常状態となる直前からの処理を、他のＣＰＵが、あるいはこのＣＰＵ３１
が立ち上がったときに、継続して行なうことができるようにするものである。これにより
、ＣＰＵ３１でこれまで行なわれた処理の結果を無駄にすることがないし、また、ＰＣＩ
バス５０を介してシリアルＩ／Ｆ３５も制御し、シリアル３０の処理を継続して実行でき
るようにするものである。
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【００４３】
　また、ＣＦ４０が正常に動作している場合には、その判定回路４３はＣＰＵ４１が正常
状態にあるとしてリセットを不可と判定した状態にある。このため、ＣＦ４０では、ＬＡ
Ｎ２０のリセット信号発生回路２６で発生したリセット信号Ｒｓ’はこの判定回路４３で
阻止され、これにより、ＣＰＵ４０はリセットされない。
【００４４】
　さらに、いずれかのコンポーネントのＣＰＵが異常状態となったとき、残りの全てのコ
ンポーネントのＣＰＵがリセット発生回路からリセット信号Ｒｓ’を発生させるようにし
てもよいが、コンポーネントに優先順位が設定されており、いずれかのコンポーネントの
ＣＰＵが異常状態となったときには、残りのコンポーネントのうちの最上位の順位のコン
ポーネントのＣＰＵがリセット発生回路からリセット信号Ｒｓ’を発生させるようにして
もよい。
【００４５】
　また、ＰＣＩバス５０が不具合となって通信ができなくなった場合には、夫々のＣＰＵ
２１，３１，４１が生存情報をこのＰＣＩバス５０に出力しても、そのうちのいずれかが
他のコンポーネントのＣＰＵに送信されない。そこで、図４において、例えば、シリアル
３０とＣＦ４０との間でＰＣＩバスが不具合となると、ＬＡＮ２０のＣＰＵ２１はＣＦ４
０からの生存情報を受信することができず、このＣＦ４０のＣＰＵ４１が異常状態にある
として、リセット信号発生回路２６からリセット信号Ｒｓ’を発生させる。このリセット
信号はＣＦ４０にも供給されるが、このＣＦ４０でのＣＰＵ４１は生存情報を出力してい
て正常な状態にあり、このため、判定回路４３はＣＰＵ４１のリセットを付加とする判定
を行なっており、ＬＡＮ２０からリセット信号Ｒｓ’が供給されても、判定回路４３で拒
否されてＣＰＵ４１はリセットされない。
【００４６】
　このように、ＰＣＩバス５０に不具合が生じて、生存情報が伝達されなくとも、正常状
態にあるＣＰＵはリセットされず、処理をそのまま続けることになる。なお、このような
場合、リセット信号Ｒｓ’が継続して出力されることになり、これにより、ＰＣＩバス５
０の異常を容易に検出することができる。
【００４７】
　以上のように、この第２の実施形態においても、リセットスイッチ１１を操作すること
による第１の実施形態と同様の効果が得られるものであるが、さらに、オペレータがスイ
ッチ操作しなくとも、異常状態となっているコンポーネントのＣＰＵを、このＣＰＵのこ
れまでの処理によって得られたデータを損なうことなく、自動的にリセットさせることが
できる。
【００４８】
　さらに、以上の各実施形態では、状態検出手段２２，３２，４２はＣＰＵ２１，３１，
４１のハード的な異常状態を検出するものであったが、例えば、プログラムに不備がある
などしてソフト的な異常を検出する手段を設け、この検出結果も判定回路２３，３３，４
３に供給し、ＣＰＵ２１，３１，４１のハード的に異常状態となったときも、同様にリセ
ットするようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明による複数コンポーネントシステムの第１の実施形態を示す全体斜視図で
ある。
【図２】図１におけるコンポーネントの要部の具体的な構成を示す回路図である。
【図３】図１における判定回路の一具体例を示す回路図である。
【図４】本発明による複数コンポーネントシステムの第２の実施形態を示す全体斜視図で
ある。
【図５】図４におけるコンポーネントの要部の具体的な構成を示す回路図である。
【符号の説明】
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【００５０】
　１０　電源
　１１　リセットスイッチ
　２０　ＬＡＮ
　３０　シリアル
　４０　ＣＦ
　２１，３１，４１　ＣＰＵ
　２２，３２，４２　状態検出手段
　２３，３３，４３　判定回路
　２４，３４，４４　メモリ
　２５　ＬＡＮ Ｉ／Ｆ
　２５　シリアルＩ／Ｆ
　２５　ＣＦ Ｉ／Ｆ
　２６，３６，４６　リセット信号発生回路
　５０　ＰＣＩバス

【図１】 【図２】

【図３】
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